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染巣の有無を検討 した.出血慶の多い屯の,臓器障害を

有するものは当艶 予後不良であったが,凝屯予後と閑

適するのは感染の有無であり,着感染例では一時的止血

がてさても.縫合小全か吊 IlI感染,再出jll廿 起こI-TもL71

が多かった.また,固有肝動脈以遠の潜血では止血後肝

不全の危険が東きか一掃こ∴ 筆後瑚句上のた捌 こぼ酋感激

腎出血の予防と肝不全対策が濃費できこれを念頭におき

治療法を選択すべきである,TAE は症例が少なか-)た

が,非常に有効な止を触法と思われた.
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症例 1は54歳男性,夕食後 トイレで胸痛予呼吸囲艶,

上腹部痛出現,胸水の貯留と食道造影にて食道破裂の診

断,約1LW!J-;問後 卜.:I.i;食道 噴門切除;I+､行卜帖 二が [)I('ハ

上tlJljtFi使 1川)ま=Jに叱Lp.

症例 2ほ増9歳男性,夕食後上腹部車扱感からLだいに

胸痛,上腹部痛,呼吸困難が強 くなり来院.CT,食道

造酢 P/L:_1虹色鵬裂ハ診断∴ 卜部食道噴門切抜,;r/行い.術

後轟歯性の膿胸を併発 したが救命 Lえ栄二.

二例とも破裂部位は下部食道左側であった示

症例記は発症前にかなりの過食をしており,発症原園

と関孫があると思われた.

食道再建術の有用性 に-端 ､て

薫蒸 霊室 …窮琵 塞き極 鴬赤辛 欄 院)

私共は亨消化管吻合器は従来U)湾曲型 (C貫)FJEA)が

さ吊 二改良され.(通日ttlrr川l!l/∴＼llVilしい吊;/JJLtl器械

本体とに分解出来るようになった鮎頂を挽弗讃しているが,

縦隔内,頚部,小骨盤腔などの奥深いところで屯容易に

吻合操作が出来る.今晩 食道癌切除後の穫々の吻合に

開いて良好な結果を得たので報告す る .

症例 1.腎亜全摘 (Bi) 後の胸部食遺癌に対 し石墨結

腸を後縦隔経絡で挙上 し 頚部食道結腸吻合を PCEEA

25mm,結腸残胃吻合を 28rnm再 こておこなった.症例

2.下咽頭頚部食道癌に対 し,太轡親機腎管を後縦隔経絡

で挙上 し,下咽頭胃管吻合を 壬耳:EままA31mm でおこなっ

た,症例3.下咽頭癌に対 しT咽頭頚部食道切除,後に

遊醒空腹移植を行ない,空腸食道吻合を PCEEA 25mm

でおこなった.症例4.胸部食道癌に対 し}太轡側胃管

を後縦隔経絡で挙上 し 頚部食道胃管吻合を PCEEA

25mm でおこ左-,た.上∴上､卜.P(ll:II八 を用いた吻合で

縫合不全,縫合部狭窄症は全 く認めず,良好な結果を得

た.

ll) 卜 ~.指腸潰場穿孔 例に.対す 引 某存的治墳

LJ)経験

小両

義漂 濃萎 …≡運 筆芸 肝 十字病院∋

十二指腸液癌穿孔は従風 絶対的手術適応とされてき

たが近年保存的治療の有効性が報告されている.当科で

も1983年より採青的治療を行い良好な成績を得ている

ので報暫する.

i983年より1989年の7年間の裸存約治療例は男 8例,

蜜2例の計相例であり,その適応は,1)全身状態が良

好,2)胸部症状が上腹部に限鼠 3)空磯崎の発症,4)

治療により症状が)改善が認めが'れる,等である.胃管留

置と H2ブロッカ-や抗生剤の投与など)びに 音･分な除

痛等により食倒に症状の改善を認め,後を蟻 を癒あるいは

治癒傾向が内視鏡的に確認 された.現在蜜で穿孔再発例

手術例13例とg)比較についても述べたい.

卜二指腹潰磁穿孔に尉する保存的治療法は適応を慎重

にえ打ぷこ捌 こより極めて有効な治療法になり得ると考

∴∴木上.

且が 穿孔鮒 消化 性潰癌に射する大網充填術の検討

梱 = 鷺樹 欄 ffW 稔 (雄 健狛閲覧)
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呈粥0年 1月から19約 年9月まで当科で経験 した穿孔

性消化性潰轟症例は5岬 jでこれ損こ対 し原則的に広範囲

胃切除術を施行 Lてきた.殿近,H2受容体措抗剤の登

場によを)穿乳性消化性潰癌に対する大網充畷術が再評価

を受けていることから, 3例 (胃濃慶 1例,十二指腸液

慶2例)にこれを施行 した.また輝炎を合併 し高度の癒

着のため試験開臓に終わった胃潰慶症例 王例鮎併せて計

4例を報質する.4例とも術後合併症なく退院 L,内視

鏡検査により穿孔部の治癒確認と悪性病変の否定がなさ

.ナ豆二.


